
老人福祉法第２９条第１項の規定に基づく「有料老人ホームの届出」に係る検討フロー

注 2

(注１) 利用権方式： 居住部分と介護等のサービス部分の契約が一体となっているもの 

賃貸借方式： 居住部分と介護等のサービス部分の契約が別々になっているもの 

(注２) 入居要件では老人以外も入居できるとしていても、意図的に老人を集めて入居させている施設については有料老人ホームと

して取扱います。 

施設のうち、老人のみを入居対象としている部分がありますか？

(ある) (ない)

入居者に「入浴、排せつ若しくは食事の介護」、「食事の提供」、「洗

濯、掃除等の家事」、「健康管理」の提供を行っていますか？

(どれか１つでも提供している)  (提供していない) 

入居者との契約（居住の権利形態）は、利用権方式・賃貸借方式(注１)ですか？  分譲ですか？

(利用権方式又は賃貸借方式で契約している)  (分譲している) 

入居対象者には、老人が含まれますか？

(老人のみが      (老人と老人以外が
入居している)  入居している)               (老人は入居していない) 

有料老人ホームの届出は不要です。

有料老人ホームに該当します。 有料老人ホームには該当しません。

有料老人ホームの届出が必要です。 

サービス付き高齢者向け住宅の登録を受けていますか？

(登録を受けている) (登録を受けていない) 


